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公開研究会 「『協同』でひらく居住支援の可能性」を開催 
 ろうきん×社会的連帯経済推進フォーラムが共催 
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 2024年の住宅セーフティネット法の改正により、居住支

援の動きが全国で活発化しています。本研究会は、国内外

の居住支援の事例を紐解きながら、困難に直面する人への

伴走から、多様な生き方を支え合う新たな住まいの選択

肢までを幅広く議論し、排除のない「住まい」と「つなが

り」を紡ぎ直す居住支援のあり方を、社会的連帯経済

（SSE）の視点から探究し、居住支援に取り組む団体間の

連携を目的としています。

左の2次元コードを

読み込み、「専用フ

ォーム」よりお申込

みください。

申込
方法 問合せ先

「連続公開研究会」共同事務局

社会的連帯経済推進フォーラム
 



sseforum.2026@gmail.com

全国労働金庫協会 政策調査部
 



seisaku@ho.rokinbank.or.jp
　  03-3295-6743

オンライン併用

明治大学リバティタワー13階　

1134教室　

14:00〜16:00（開場 13:30）

7.112026. SAT

祐成保志 氏
東京大学大学院人文社会系研究科教授

社会学者。関心領域はコミュニティ、ハウジ

ング、社会調査史。著書に『〈住宅〉の歴史

社会学』（新曜社2008）、共編著に『コミュ

ニティの社会学』（有斐閣2023）、共著に

『福祉・社会保障』（岩波書店2024）、『社会

政策入門』（法律文化社2024）などがある。

社会的連帯経済推進フォーラム[共催] 

「協同」でひらく居住支援の可能性
―誰もが自分らしく暮らせる社会をめざして―

社会的連帯経済推進フォーラム連続公開研究会　vol.1

一般社団法人 全国労働金庫協会
労働者福祉中央協議会（中央労福協）、パルシステム生活協同組合連合会、生活クラブ生協・東京、生活クラブ生協・神奈川、
一般社団法人くらしサポート・ウィズ、公益財団法人生協総合研究所、公益財団法人リタ市民アセット財団、
一般社団法人協同総合研究所、一般社団法人市民セクター政策機構、特定非営利活動法人参加型システム研究所、
 特定非営利活動法人コレクティブハウジング社、 特定非営利活動法人都市住宅とまちづくり研究会

[協力] 

https://sse.jp.net/

（担当：山口）

（担当：石田）

居住支援とは何か
ー協同組合による居住支援の可能性ー

東京都千代田区神田駿河台1-1

※定員:130名

すけなりやすし

申込期限：2026年7月3日（金）
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